
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

暴走族は、共同危険型（爆音を伴う暴走等

を集団で行うもの）及び違法競争型（ローリン

グ、ドリフト走行等の違法な走行により運転技

能等を競うもの）に大別されます。 

 

近年、暴走族の構成員数は減少傾向にあり

ますが、依然として少人数によるゲリラ的な暴

走等が活発であり、特に深夜における爆音暴

走は、多大な迷惑を及ぼします。 

 

暴走族の引き起こす犯罪は、道路交通関係

法令違反のほか、刑法犯等様々な罪種にわ

たっており、窃盗・暴行・傷害等も発生していま

す。 

 

暴走族は、暴力団が後ろ盾となっている

ケースがあり、暴力団の使い走りをさせられ

たり、毎月数万～数十万円もの上納金を強

要されるなど、暴力団の資金供給源となって

いることがあります。 

暴力団の組事務所への出入りを続け、や

がては自らが暴力団員となるケースもあり、

一度暴走族に入ると、暴力団や仲間から脅

かされ、なかなかやめることができない状況

となることがあります。 

 
 

 

近年では、元暴走族構成員や暴走族構成

員が中心となって、「旧車會」を結成し、景勝

地等を目指して、暴走族風に改造した旧型の

自動二輪車等を連ねて、大規模な集団走行を

行う状況が各地で確認されています。 

 

旧車會は、主に、休日の昼間や週末の夜間

に走行している状況がみられています。 

 

 

～暴走族の実態と動向～ 

 暴走族とは 

 

暴力団とのつながり 

旧車會とは 

 


